
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岸 田 政 権 は２０２２年 １２月のＧＸ実 行 会 議 で、原

子 力 政 策 の大 転 換 を決 定 した。それ以 降 、福 島

汚 染 水 の海 洋 放 出、原 発の再 稼 働と老 朽 原 発の

稼 働 期 間 延 長 を進 めてきた。そして今 回 、廃 炉 原

発 の建 替 えを認 める方 針 を、「エネルギー基 本 計

画」に書き込もうとしている。｛ＧＸ基本計画｝では廃

炉 の代 替 炉 は同 じ電 力 会 社 なら別 の敷 地 でも可

能 とする。代 替 といいながら、より大 型 の原 発 の新

設＝増設であるのを、「代替」と誤魔化している。 

 岸田内閣の支持率は 20％前後まで落下し、自民党支持率も２０％以下となり、議会の解散も出来ず、

国民の信頼を失い、代わりうる候補もいない中、政権は「立ち腐れ」の状況である。国家安全保障官僚と

軍需産業による軍事予算の拡大と戦争政策の推進、そして「原発ムラ」の官僚と学者、原発関連企業に

よる原発の再促進策、内閣でも国会でもまともな審議のないまま、内閣決定として進められている。 

Ｎｏ.３１７    ２０２４年６月２1 日  

脱原発・放射能汚染を考える北摂の会 
west_umi@khc.biglobe.ne.jp 

 

  脱脱原原発発・・放放射射能能汚汚染染をを考考ええるる  

老朽原発の再稼働、原発の増設、原発予算の拡大 
国民の支持を失い原発ムラに操作される岸田亡国内閣 

 柏崎、女川、志賀、東海原発の再稼働  

 東 電 の柏 崎 刈 羽 原 発 は地 元 同 意 が遅 れている

が、政府は避難路を国家予算で整備することで進

める方 針 。東 日 本 大 震 災 で被 災 した東 北 電 力 の

女 川 ２号 原 発 は高 さ２９ｍの防 潮 堤 などの工 事 が

完了したとして９月に再稼働予定。しかし牡鹿半島

の中 部 にある原 発 には能 登 半 島 地 震 での避 難 路

の崩壊が問題となっている。 

 志賀原発は原発直下の活断層が、昨年影響なし

とされ、再稼働が予定されたが、今回の地震からの

復 旧 が進 まず再 稼 働 は当 面 難 しい。東 海 第 ２原

発 は施 設 の工 事 以 外 に、30ｋｍ圏 内 の９４万 人 の

避難の問題が残されている。 

 「エネルギー基本計画」に原発「増設」 

 ２０４０年 には現 役 世 代 が２割 減 る「８が

け社 会 」が到 来 する。採 用 対 象 の１８歳

人 口 は７割 に減 少 。少 子 化 の急 激 な進

行と日本全体が深刻な人手不足のなかで

自衛官への応募者数は減少している。 

 そして減 少 に輪 をかけるのは４割 を超 え

る中途退職である。職場ではパワハラ、セ

クハラが横 行 する体 質 が残 り、人 権 が尊

重されておらず、自死する隊員もいる。 

 ＡＩの活用と自動兵器の強化  

 自 衛隊 の能 力を維 持 するために、テクノ

ロジーを活 用 し、省 人 化 、自 動 化 、ＡＩ活

用。そして無人機やロボット兵器の開発、

より強力で、より遠距離、そして攻撃を未然 

少子化「有事」自衛隊どこまで／欧州では「徴兵制」復活論 

に防ぐ「敵基地攻撃能力」が課題となる。 

 兵役を国民の義務とする教育  

 明 治 以 来 の日 本 軍 は、朝 鮮 、中 国 、ア

ジア、太平洋への侵略の軍隊であった。 

 日 本 は戦 後 約 ８０年 、平 和 憲 法 の下 で

国 家 としての戦 争 は放 棄 し、国 民 に兵 役

の義務はない。それに対して自民党政権

は、自 衛 隊 を戦 争 できる軍 隊 に変 え、日

の丸・君が代を強制し、国家のために尽く

す兵士教育を進めようとしている。 

 兵役を強要する徴兵制の準備  

 各市町村から１８歳のデータを提出させて

今は「勧誘」に利用しているが、それと個人

情報が結合されると、戦前の兵籍簿に！ 

への闘いである。 

 日 本 政 府 はイス

ラエルへの支 持を

取 消 し 、 経 済 的

援 助 と 協 力 関 係

を破 棄 し、停 戦 を

要求すべきだ。 

6/16 今すぐ停戦！ラファ攻撃やめろ！ 

ナンバまで 
200 人で行進 

 イスラエル軍は、国連のそして世界の停戦要求を

無視してラファに、そしてガザ全土に空爆と地上攻

撃 を継 続 している。９日 には「人 質 ４人 の救 出 」の

名 目 で人 口 密 集 地 を攻 撃 し、死 者 ２７４人 、負 傷

者６９８人の大惨事を起こした。ネタニヤフ首相は、

人質の解放交渉を無視し、「ハマスの壊滅なくては

戦争は終わらない」と述べ、停戦を否定している。 

 イスラエルのジェノサイド攻 撃 をやめさせるには、

武 器 と弾 薬 を供 給 する米 国 と欧 州 諸 国 での停 戦

要 求 の闘 いであり、それを支 持 している日 本 政 府

へのネタニヤフ首相は、「完全勝利」 

 自衛官総定員は約２３万人。定員に対する充足率は９０%を超えているが、現場の一般隊員については８割

を下回っている。自衛官への応募は少子化、過酷な労働と職場環境、戦争の危険性により減少している。 



 改正入管法が１０日施行 （朝日 6/7） 

 難 民 認 定 の申 請 中 でも強 制 送 還 できるようにする

改 正 入 管 難 民 法 が１０日 から施 行 。「難 民 条 約 」で

は、難民は迫害の恐れのある国へ送還 してはならない

としている。日本は難民認定率が極 めて低く、「難民鎖

国」。改正で難民申請中にも強制送還の可能性。 

 ミサイルの日米共同開発も（朝日 6/11） 

 日 米 両 政 府 による、防 衛 装 備 品 の開 発 ・生 産 ･整

備の促進に向けた定期協議「ＤＩＣＡＳ」の初会合。こ

れは４月 の日 米 首 脳 会 議 で同 盟 強 化 策 として決 まっ

た。防 衛 関 連 企 業 と意 見 交 換 し、米 側 のニーズに応

じた防 空 ミサイルの部 品 生 産 が今 後 の焦 点 となった。

米軍の艦艇の整備も日本企業が整備・補修を行う。 

 「台湾 無人の地獄絵図に」（朝日 6/14） 

 米 インド太 平 洋 軍 司 令 官 は、中 国 が台 湾 に侵 攻 し

たら、米 軍 は数 千 の無 人 機 や無 人 艦 を配 備 して、「

無人地獄絵図」を作り出すと戦略を明らかにし、我々

は時間を稼げると述べた。米軍にとっては「地獄絵図

」の下で死傷する中国と台湾＋日 本の兵士だけでな

く、住民の犠牲も目にはいらないようである。  

改憲原案 提出見送りへ（朝日 6/14） 

 岸田首相の総裁任期の９月下旬までに改憲のため

の国 民 投 票 を実 施 するには、今 国 会 で「改 正 原 案 」

を発 議 する必 要 があった。自 民 党 の裏 金 問 題 の審

議 優 先 で憲 法 審 での討 議 は出 来 ていない。２３日 の

会期末を考えると、改憲原案の決定は不可能である。 

 改正政治資金規正法可決成立 （朝日 6/20） 

 ６月２０日の参院で可決され、改正規正法は成立し

た。抜け穴 だらけで、実 効 性のない「検討 事 項」で装

った法案、政権に入りたがる維新ですら反対せざるを

えないものであった。参 院 特 別 委 で強 行 採 決 し、参

院本会議で成立。国民はほとんど納得していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「脱 原 発 ・放 射 能 汚 染を考 える」 No317（2024/6/21） 

案内  6/28 原発いらナイト宝塚 135 回 

 「兵役拒否」を研究する市川ひろみさん  

 麻生自民党副総裁の「闘う覚悟」発言と同様に「国

のために死ぬ」発言は、戦争の実感のない人が増え

ていることの反 映 です。国 に対 する思 いは、オリンピ

ックなどの国対抗戦で、知らないうちに、「国」に自分

を結 びつけてしまいます。生 身 の人 間 が見 えなくな

り、旗や歌で他国を敵視するようになりかねません。 

 「捨てる」という表現は、「祖国」は尊いが、「命」はど

うでもいいものとして扱 っています。私 の研 究 テーマ

である「兵 役 拒 否」は個 人 の内 面の自 由を尊 重 する

ものであり、個 人 の信 仰 や信 条は国 家 に従 属 するも

のではないという考えです。 

 不戦兵士を語り継ぐ会の遠藤美雪さん  

 まず問 題 だと思 ったのは、「高 度 の道 徳 的 行 為 」と

いう表 現 です。戦 死 者 をたたえる、顕 彰 するという意

味 が含 まれています。命 を捨 てることが素 晴 らしい、

岸 田 首 相 と統 一 教 会  

案内  6/30 さよなら！志賀原発全国集会 in 金沢 

 「原発いらナイト in 宝塚」の１３5 回目は、６月２８日５
時 から宝 塚 駅 連 絡 橋 で開 催 ！サキソフォーン演 奏 のも
とで、「老 朽 原 発 の再 稼 働 を止 めろ！原 発 の増 設 は
やめろ！」のチラシを配布します。ぜひ参加下さい！ 

 志 賀 原 発 （能 登 半 島 の根 本 ）は、今

回 の地 震 で震 度 ５強 のゆれを観 測 。

変圧器が壊れ、2 回線の送電線が使

用 不 可 、敷 地 内 に７９箇 所 の段 差 。

規制委や政府は再稼動を策動中！ 

日時：６月３０日 13:00～16:30 

会場：金沢市・いしかわ四高記念公園

案内  7/13 大阪関西万博中止へ緊急提言 

「祖国のために命を捨てるというのは・・」に対する耕論  （朝日 6/15） 

 大 阪 維 新 の吉 村 等 が進 める［大阪 ・

関 西 万 博 ］建 設 は遅 れ、交 通 機 関 も

未 完 成 、人 気 はない状 態 です。こん

な万 博 に兵 庫 からも、子 どもたちを動

員 しようとしています。中 止 させよう！

日時：7 月１３日（土）14：00～16：30 

場所：宝塚男女共同参画センター・エル 

2 
案内  6/26 川崎重工株主総会への抗議行動 

 虐 殺 を行 うイスラエルの軍 事 企 業 か

ら攻 撃 型 ドローンを輸 入 する川 崎 重

工 業 は紛 れもなく虐 殺 への加 担 をし

ています。市 民 の力 を結 集 しなんとし

ても止めましょう！ 

日時：６月２６日（水）9：30～10：30 

場所：神戸国際会館前（三宮５分） 

というメッセージを発 しています。戦 死 者 を悼 み、慰

霊 するのは当 たり前 の行 為 で、国 がやるべきことで

す。しかし、顕彰することではありません。  

 戦死者を顕彰することは、次の戦争を準備すること

に繋 がっていきます。何 のために死 ぬのか、悩 みな

がら多数が犠牲となり、その上に二度と戦争をしない

という今がある。戦死を道徳的な行為だとほめたたえ

ることは、犠牲者の慰霊にもならないでしょう。 

 平和構築の伊勢崎賢次さん  

 祖国のために命を捨てるのは高度な道徳的行為―

そんな発 言 を政 治 家 が市 民 に行 うのは、戦 争 への

動 員 強 化 につながるあおりであり、国 際 人 道 法 の精

神に反します。今政治家の責務は、市民は戦う用意

のない存在であることを明示することです。国際人道

法 を盾 に自 国 の市 民 を守 る行 為 です。僕 自 身 は国

家に命じられて銃をとることは絶対しません。 

 名 古 屋 市 の河 村 たかし市 長 が記 者 会 見 で「祖 国 のために命 を捨 てるというのは、相 当 高 度 な道 徳 行 為

だ」と述べた。河村氏が共同代表を務める「日本保守党」は、令和書籍の「歴史教科書」を全面支持してお

り、それは戦前の国定教科書にそっくりで、大日本帝国の皇国史観にもとづいている。 岸田政権が、戦争

政策と軍事予算の拡大、そして基地の強化を進め、次は愛国教育と徴兵制と言われている中での発言で

ある。この言葉に対して朝日新聞はオピニオン欄「耕論」で、３人の論評を掲載した。以下に要約を掲載。 


